
事業概要
荷物整理をきっかけとした空き家活用相談サービス『空き家鑑定団』

空き家を活用したいが、荷物が多くその整理が大変なため空き家の活用へ踏み出せない方へ、荷物整理をとっかかりに
空き家活用を進める相談サービス

取組内容及び成果

活動地域 千葉県松戸市、そ周辺地域

事業
スキーム

事業者情報

団体名 有限会社トノコーポレーション

所在地 千葉県松戸市稔台1−21−1あかぎハイツ112

設立時期 1984年11月5日（omusubi不動産2014年4月）

団体ＨＰ https://omusubi.estate/

①空き家片付から廃材活用の先進事例の調査
松戸市内の片付け・解体業者に状況の聞き取り
と提携の提案

②提携企業拡充とサービスフローの策定
松戸市内の5事業者と提携

③プレサービスの実施
賃貸・売却を前提としたご相談案件4件へ当
サービスを提案し、1件実施。

④サービスサイトの立ち上げ

空き家活用を検討するオーナー様向けページに
て「おうちまるごと鑑定団」サービスを公開
https://www.omusubi-estate.com/?page_id=72

⑤プロモーション活動
1.SNSにて告知
2.チラシを作成し近隣地域へ投函
3.空き家相談会にてサービスの説明

凡例 所有者 事業者 提携先

空き家所有者

有限会社
トノコーポレーション

鑑定団
提携先事業者

活用相談

活用提案

情報共有

不用品鑑定・
買取・処分

有限会社トノコーポレーション

https://www.omusubi-estate.com/?page_id=72
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①空き家片付から廃材活用の先進事例の調査
国内の廃材レスキュー企業や松戸市内の片付け事業者への聞き取りの実施

・廃材レスキュー企業１社
・市内の片付け事業者4社

荷物片付相談は比較的多いこと、空き家活用までの一連での提案者いないこ
と、販路を持っている場合、物流・ストックの工夫が必要であることなどが
わかった。

②提携企業拡充とサービスフローの策定
提携事業者として5団体と「空き家鑑定団」としてゆるやかなチーム化

▷提携先
・古本屋・アンティークショップ・セレクトショップ
・家庭用品・喫茶店

▷相談先
・市内清掃企業・便利屋・解体事業者

オーナー

から相談

現地写真

撮影

鑑定団チー
ムにLINEで
共有

査定可否

判断
現地調査 引き取り

空き家

活用提案

フロー図

有限会社トノコーポレーション
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③プレサービスの実施
賃貸・売却を前提としたご相談案件4件へ当サービスを提案し、1件実施した。（他3件は調整中）

④サービスサイトの立ち上げ

鑑定団プレサービスを実施した様子

サービスサイトを作成し、
空き家活用＋鑑定団が実施
可能であることをWEB上で
訴求を図った。

有限会社トノコーポレーション
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⑤プロモーション活動

1、SNS広告
２、チラシを作成し周辺地域へ配布

Instagram

Facebook

Messenger

空き家鑑定団のプロモーション
を含む相談会のInstagram告知

有限会社トノコーポレーション
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3.空き家相談会にてサービスの説明

相談会のネット告知 相談会にてサービスを説明する様子 相談会後アンケート（抜粋）

空き家活用セミナーを実施。徒歩圏でまわれる事例を見ながら、空き家鑑定団のサービス紹介も実施した。
・参加者数7名
・具体的な空き家活用件数 3件

有限会社トノコーポレーション

【評価と課題】
▷評価
・空き家所有者への温度感は高く、全体的にサービスは好評だった
・協力的なパートナー事業者とのネットワークが構築できた

▷課題
・サービス件数が増えてきた場合のオペレーション、ストック

▷今後の取組
・空き家鑑定団からの空き家活用につなげる事例を増加させ、地域循環型の空き家活用・廃器物流通サービス
への成長を目指す。
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